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表
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写
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募
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す
。裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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 就任あいさつ
　このたび、議長を仰
せつかることになり、身
の引き締まる思いです。
市民感覚を忘れること
なく、市議会として行政
に対するチェック機能
を誠心誠意果たしてい
く所存です。人口減少、少子高齢化など課題
の山積する中、皆さまの声をお聞きし、住民
福祉の向上のため、努めてまいります。
　また、東三河広域連合の進展もあり、東三
河における本市の役割はますます高まって
おります。
　信頼される市議会を目指して、全議員で
精励していきますので、皆さまのご理解、ご
支援をお願い申し上げます。

議長
太 田 直 人

副議長
榊 原 洋 二

議会選出監査委員
松 下 広 和

1月29日の臨時市議会において、新議長が決まりました。
新しい市議会の構成

５月１1日に開催された臨時会において、議長を始め、新しい役割が決まりました。

質問席

演壇
議長

本会議の議席

中村浩 星川 浦野 神谷 中川 柴田訓 倉橋 八木

平松 柴田輝 堀 内 早川 大場 井川 佐藤 安間

榊原 冨田 波多野 山本 松下 野本 大野 小林 石原 堀部

今泉 中村直 鈴木 太田

神谷謙太郎、浦野　隼次、星川　博文、中村　浩之、
早川　喬俊、堀内　重佳、柴田　輝明、平松　八郎、
野本　逸郎、松下　広和、山本　和美、波多野文男、
冨田　　潤、 　洋二、太田　直人、鈴木　義章、
中村　直巳、今泉　淳乙

■とよかわ未来（18人）

大場　昌克、堀部　賢一、石原　政明、小林　琢生、
大野　良彦

■清風会（5人）

柴田　訓成、中川　雅之、井川　郁恵
■公明党市議団（3人）

安間　寛子、佐藤　郁恵
■日本共産党豊川市議団（2人）

八木　月子、倉橋　英樹
■１人会派（2人）

会　派
　議会運営委員会は、議長の諮問的な機関であり、議
会運営全般にわたって舵取りする機関です。
　その構成は、各会派の議員数に応じて選出され、委
員定数は、条例により９人と定められています。

　東三河広域連合及びまち・ひと・しごと創生総合戦略
を調査項目として設置された委員会です。

議会運営委員会

政策課題調査特別委員会

委 員 長
副 委 員 長
委 　 　 員

堀内　重佳
中村　直巳
佐藤　郁恵、井川　郁恵、早川　喬俊、
柴田　輝明、大野　良彦、山本　和美、
冨田　　潤

委 員 長
副 委 員 長
委 　 　 員

野本　逸郎
山本　和美
八木　月子、柴田　訓成、神谷謙太郎、
中村　浩之、佐藤　郁恵、早川　喬俊、
堀内　重佳、柴田　輝明、平松　八郎、
石原　政明、小林　琢生、冨田　　潤
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1月29日の臨時市議会において、新議長が決まりました。
常任委員会

◎委員長・○副委員長

広範多岐にわたり、しかも専門化、高度化していく地方公共団体の
事務を合理的、能率的に調査し、審査するために常設している市議
会内の部門別の委員会

星川　博文、中村　直巳、大野　良彦、松下　広和
小林　琢生、◎早川　喬俊、○中川　雅之、安間　寛子

総
務
委
員
会

秘書課、人事課、企画政策課、情報
システム課、防災対策課
行政課、財政課、契約検査課、財産管
理課、市民税課、収納課、資産税課
総務課、予防課、通信指令課、消防
署

○企画部

○総務部

○消防本部

○他の委員会の所管に属さない事項

所管

鈴木　義章、佐藤　郁恵、堀部　賢一、中村　浩之
太田　直人、◎冨田　　潤、○井川　郁恵、八木　月子

福
祉
環
境
委
員
会

福祉課、介護高齢課、保険年金課
子育て支援課、保育課、保健セン
ター
環境課、清掃事業課
診療局、診療技術局、看護局、事務
局（庶務課、医事課、経営企画室）
ほか

○福祉部
○子ども健康部

○環境部
○市民病院

所管

大場　昌克、浦野　隼次、倉橋　英樹
榊原　洋二、◎平松　八郎、○今泉　淳乙、波多野文男

市
民
文
教
委
員
会

市民課、市民協働国際課、人権交通
防犯課、文化振興課、一宮支所、音
羽支所、御津支所、小坂井支所
庶務課、学校教育課、生涯学習課、
スポーツ課、学校給食課、中央図書
館

○市民部

○教育委員会

所管

堀内　重佳、山本　和美、神谷謙太郎
石原　政明、◎柴田　訓成、○柴田　輝明、野本　逸郎

産
業
建
設
委
員
会

企業立地推進課、農務課、商工観光
課
道路維持課、道路建設課、公園緑地
課、建築課、都市計画課、区画整理
課
下水管理課、下水整備課、水道業務
課、水道整備課

○産業部

○建設部

○上下水道部

所管
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【
問
】
28
年
度
予
算
の
認

識
は
。

【
答
】
﹁
第
６
次
総
合
計

画
﹂
﹁
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
﹂

﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
﹂
が
ス
タ

ー
ト
し
、
人
口
の
構
造
問

題
な
ど
に
よ
り
急
速
に
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
予
算
編
成
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
、
604
億
８
千

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
37
億
円
の
増
、
初
め

て
600
億
円
を
超
え
、
過
去

最
大
規
模
と
な
っ
た
。

【
問
】
予
算
拡
大
に
対
す

る
財
源
確
保
と
財
政
健
全

性
の
認
識
は
。

【
答
】
例
年
以
上
に
国
県

補
助
金
の
活
用
に
努
め
る
。

基
金
は
取
り
崩
し
額
を
増

や
す
が
、
26
年
度
末
残
高

と
同
等
以
上
の
額
を
確
保

す
る
見
込
み
を
立
て
て
い

る
。
市
債
は
、
８
割
強
を

合
併
特
例
債
と
し
、
償
還

費
に
財
政
措
置
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
る
。
財
政
の

健
全
性
を
低
下
さ
せ
な
い

財
政
運
営
が
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。

平成28年度一般会計予算
604億8,000万円
一般会計歳出 一般会計歳入

衛生費72.7億円
12.0%

土木費
65.3億円
10.8%

教育費
51.3億円
8.5%

公債費
53.9億円
8.9%

商工費
17.3億円
2.9%

総務費
56.7億円
9.4%

民生費
237.3億円
39.2%

消防費
22.6億円
3.7%

自
主
財
源

58.0%

依
存
財
源

繰入金19.7億円
3.3%

諸収入23.7億円
3.9%

使用料など29.2億円
4.8%

地方交付税
48.0億円
7.9%

国・県支出金
126.4億円
20.9%

市債
36.9億円
6.1%

交付金・譲与税
42.6億円 7.1%

42.0%

市税
278.3億円
46.0%

平成28年度一般会計予算
604億8,000万円

その他11.6億円1.9%
諸支出金16.1億円

2.7%

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
28
年
度
予
算

①議発　議員が提案した議案。
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平成 28年度予算

　

３
月
定
例
会
は
︑
２
月
25
日
か
ら
３
月
22
日

ま
で
の
27
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
28
年
度
予
算
を
始
め
と
し
た
50
議
案
の
ほ

か
︑
同
意
２
件
︑
報
告
２
件
︑
諮
問
１
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
︑
議
発
１
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

①
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【
問
】
﹁
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
方
式
﹂
の
導
入
に
対
す

る
認
識
は
。

【
答
】
人
口
減
少
社
会
の

進
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

と
同
等
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

事
業
の
進
め
方
を
見
直
し
、

歳
出
の
効
率
化
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
行
政
改
革
の

一
つ
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
影
響
と
し
て
は
、

単
位
費
用
の
見
直
し
に
よ

り
基
準
財
政
需
要
額
が
減

少
す
る
た
め
、
普
通
交
付

税
の
減
額
が
考
え
ら
れ
る
。

○交通安全対策
○防犯対策　　○防災対策
○消防・救急体制の充実
○環境保全と生活衛生の向上
○ごみの適正処理の推進
○都市基盤施設整備

高規格救急自動車整備事業

○健康づくりの推進
○子育て支援の推進
○高齢者福祉の推進

認知症カフェ補助事業

○住環境の整備
○道路交通網の充実
○緑や憩いの空間の充実

平和公園（仮称）
園路イメージ（基本計画）

○学校教育の推進
○生涯学習の推進
○スポーツの振興
○文化の振興

小中学校普通教室
空調設備設置事業

○農業の振興
○商工業の振興
○観光の振興

観光振興
「豊川稲荷初詣」

○コミュニティ活動・市民活動
　の推進
○健全で持続可能な行財政
　運営

市民協働推進事業費補助
「音羽川音楽祭～GO WEST～」

６つの政策
健康・福祉 建設・整備

産業・交流

安全・安心

教育・文化 地域・行政

子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ子どもたちの笑顔があふれ 安全安心で人にやさしいまち安全安心で人にやさしいまち
平成 28年度予算

②トップランナー方式
　歳出効率化に向けた業務改
革で他団体のモデルとなるよ
うなものを地方交付税の基準
財政需要額の算定に反映する
取り組み。

②
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豊川家の家計簿（収入）

その他の会計

市の家計簿

豊川家の家計簿（支出）

市の予算を家計簿に置き換えてみるとど
うなるでしょう。一般会計の総額を年間
605万円の収入とすると・・・。

会　　計　　名 28年度当初（前年度比）

28年度当初（前年度比）

会　　計　　名 28年度当初（前年度比）

会　　計　　名

項　　目 金　　額

年　間 １カ月
比　率（前年度比）

（市税、分担金及び負担金、繰越金、諸収入など）
給　料

（地方消費税交付金、地方交付税など）
（国庫支出金、県支出金）

親からの援助

貯金の取り崩し （繰入金）

借　金 （市　債）

約331万円
（331億2,108万２千円）

約20万円
（19億6,540万２千円）

約37万円
（36億9,130万円）

約605万円

約605万円

約217万円
（90億6,520万２千円）
（126億3,701万４千円）

約27.6万円

約1.6万円

約3.1万円

約50.4万円

約18.1万円

（+1.6）

（+0.8）

100.0％

（-0.2）

（-2.2）

3.2％

6.1％

35.9％

54.8％

収入合計

自
主
財
源

依
存
財
源

特別会計

110万円
300万円
400万円
1,240万円

（-21.4％）
（-30.2％）
（-4.8％）
（+0.8％）

一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業

特別会計

３億9,280万円
３億9,670万円
53億6,360万円

9,820万円
8,560万円

192億3,340万円
22億5,350万円
127億4,140万円
７億9,400万円

（-21.7％）
（-18.6％）
（+6.5％）
（+2.3％）
（+12.3％）
（-3.2％）
（+7.6％）
（+5.2％）
（+35.0％）

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
土 地 取 得

企業会計

50億8,329.2万円
175億3,964.3万円

（-4.2％）
（+13.2％）

水 道 事 業
病 院 事 業

金　　額

年　間 １カ月
比　率（前年度比）

食　費 （人件費） 約102万円
（101億5,780万５千円） （-0.9）

医療費 （扶助費） 約134万円
（134億4,256万７千円） （+0.2）

借金の返済 （公債費） 約54万円
（53億8,804万１千円） （-1.1）

自宅の増改築費 （普通建設事業費など） 約88万円
（87億7,922万６千円） （+2.5）

光熱水費 （物件費） 約96万円
（96億1,140万８千円） （-0.4）

子どもへの仕送り （繰出金） 約49万円
（49億2,361万４千円） （±0.0）

町内会費、生命保険など 
（補助費、貸付金など）

約80万円
（80億60万３千円） （-0.4）

貯　金 （積立金） 約2万円
（1億7,673万６千円） （+0.1）

16.9％

22.2％

8.9％

14.5％

15.9％

8.1％

13.2％

0.3％

約8.5万円

約11.2万円

約4.5万円

約7.3万円

約8.0万円

約4.1万円

約6.7万円

約0.1万円

100.0％約50.4万円支出合計

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

※（　）内は予算の費目

項　　目
※（　）内は予算の費目

預金の残高は？・・・約151万円
基金（貯金）の残高  150億8,169万円（見込み）

借金の残高は？・・・約491万円
市債（借金）の残高  491億1,419万円（見込み）

平成 28年度予算
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１　28年度一般会計予算

２　28年度豊川西部土地区画整理事業特別会計予算

３　28年度豊川駅東土地区画整理事業特別会計予算

４　28年度公共下水道事業特別会計予算

５　28年度農業集落排水事業特別会計予算

６　28年度公共駐車場事業特別会計予算

７　28年度国民健康保険特別会計予算

８　28年度後期高齢者医療特別会計予算

９　28年度介護保険特別会計予算

10　28年度土地取得特別会計予算

11　28年度一宮財産区管理事業特別会計予算

12　28年度赤坂財産区管理事業特別会計予算

13　28年度長沢財産区管理事業特別会計予算

14　28年度萩財産区管理事業特別会計予算

15　28年度水道事業会計予算

16　28年度病院事業会計予算

17　27年度一般会計補正予算（第４号）

18　27年度豊川西部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

19　27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

20　27年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

21　27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

22　27年度介護保険特別会計補正予算（第３号）

23　27年度土地取得特別会計補正予算（第１号）

24　27年度病院事業会計補正予算（第２号）

議 　 案 　 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

未 来 公 明 共 産 無会派

未来―とよかわ未来（23）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）　
無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数　　※　清風会は４月１日に発足

■3月定例会 ○賛成・×反対

議決状況の一覧

議 案 審 議
主
な
討
論
28
年
度
一
般
会
計
予
算

反
対
!!

　

基
金
を
取
り
崩
し
、
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す

る
施
策
や
予
防
接
種
の
補
助
、
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
先
送
り
せ
ず
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
、
小
坂
井
地
区
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

事
業
で
は
住
民
の
総
意
で
ま
ち
を
つ
く
る
と
い

う
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
経
済

状
況
が
決
し
て
良
く
な
っ
て
い
な
い
状
況
の

中
、
議
員
や
市
長
な
ど
の
特
別
職
の
期
末
手
当

の
増
額
や
、
建
設
す
る
必
要
の
な
い
設
楽
ダ
ム

の
負
担
金
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
!!

　

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
利
用
費
補
助
や
３
歳

未
満
児
の
受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
、
小
規
模
保

育
事
業
へ
の
支
援
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
の
拠
点
と
な
る

防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
へ
の
着
手
や
自
主
防

災
会
へ
の
支
援
な
ど
防
災
対
策
が
推
進
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
健
康
部
の
創
設
や
支

所
機
能
の
見
直
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
未
計

上
に
す
る
な
ど
、
行
政
改
革
の
推
進
や
財
政
の

健
全
化
に
も
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成

本会議の状況
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本会議の状況

25　職員定数条例の一部改正

26　市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する条例及

　　 び豊川市長等の給与に関する条例の一部改正

27　実費弁償に関する条例の一部改正

28　職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

29　市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正

30　寄附条例の一部改正

31　手数料条例の一部改正

32　市営住宅条例の一部改正

33　道路占用料等に関する条例の一部改正

34　公共用物の管理に関する条例の一部改正

35　準用河川流水占用料等に関する条例の一部改正

36　漁港管理条例の一部改正

37　病院事業の設置等に関する条例の一部改正

38　消防団条例の一部改正

39　火災予防条例の一部改正

40　行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

41　行政不服審査に関する条例の制定

42　地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

　　 の整備に関する条例の制定

43　職員の退職管理に関する条例の制定

44　学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の

　　 制定

45　子ども・子育て応援基金条例の制定

46　病院事業基金条例の制定

47　市道路線の廃止

48　市道路線の認定

49　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

50　消防団員等公務災害補償条例の一部改正

同意１　長沢財産区の財産区管理委員の選任同意

同意２　萩財産区の財産区管理委員の選任同意

報告１　市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求

　　　　めること

報告２　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

諮問１　人権擁護委員候補者の推薦

議発１　市議会委員会条例の一部改正

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

報告

異議ない

可決

未 来 公 明 共 産 無会派

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

○

×

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

―

○

○

報告２については、報告のみで採決はありません。

51　赤塚山公園市民のスクエア改修工事請負契約の締結

52　土地の取得

同意３　監査委員の選任同意

報告３　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

同意

報告

○

○

○

―

○

○

○

―

○

○

○

―

○

○

○

―

清風

○

○

○

―

未来 公明 共 産 無会派

■5月臨時会 

報告３については、報告のみで採決はありません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○ × × 可決

可決

可決

○○ ○

○ × ○

○ ○ ○ 承認

未来―とよかわ未来（18）　清風―清風会（5）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）
無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数

○賛成・×反対
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【
問
】
市
長
３
期
目
の
福

祉
と
文
化
そ
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
施
策
は
。

【
答
】
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
体
制
の
整
備
、
市
民

が
優
れ
た
文
化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
事
業

の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

補
助
金
の
交
付
や
体
育
施

設
の
整
備
な
ど
を
行
う
。

【
問
】
防
災
対
策
の
推
進

の
考
え
方
は
。

【
答
】
市
全
体
と
し
て
の

防
災
力
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
防
災
セ
ン
タ

ー
の
整
備
、
地
域
が
購
入

す
る
防
災
備
品
に
対
す
る

助
成
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

【
問
】
新
年
度
に
お
け
る

地
域
包
括
ケ
ア
モ
デ
ル
事

業
の
主
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る

在
宅
医
療
介
護
の
連
携
を

よ
り
取
り
や
す
く
す
る
た

め
、
多
職
種
連
携
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組

む
。
運
用
の
ル
ー
ル
や
帳

票
の
様
式
な
ど
を
協
議
し
、

多
職
種
の
方
が
活
用
で
き

る
よ
う
情
報
共
有
を
図
る
。

【
問
】
新
年
度
予
算
編
成

で
留
意
し
た
点
と
特
徴
は
。

【
答
】
財
政
の
健
全
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
必
要
な
大

型
建
設
事
業
費
や
増
大
す

る
社
会
保
障
関
係
費
へ
の

対
応
に
よ
り
予
算
規
模
は

過
去
最
大
と
な
っ
た
。
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
本
市
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
将
来
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て
新
規
ま
た
は
拡

充
し
た
事
業
は
。

【
答
】
産
前
・
産
後
ヘ
ル

パ
ー
利
用
費
補
助
、
保
育

所
の
３
歳
未
満
児
受
け
入

れ
拡
大
、
私
立
幼
稚
園
の

就
園
奨
励
費
補
助
の
拡
充
、

小
学
６
年
生
ま
で
の
受
け

入
れ
を
目
標
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
す
る
。

【
問
】
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
活

用
の
考
え
は
。

【
答
】
28
年
度
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
対
象
と

し
て
２
事
業
を
想
定
。
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
最
大

限
活
用
し
て
い
き
た
い
。

野本　逸郎
中川　雅之
佐藤　郁恵

松下　広和
倉橋　英樹
大野　良彦
柴田　訓成
小林　琢生
中村　浩之
早川　喬俊
石原　政明
星川　博文
浦野　隼次
安間　寛子

冨田　　潤

八木　月子

今泉　淳乙

「28年度施政方針及び予算案大綱」
「28年度予算案大綱並びに施政方針」
「雇用、所得、地域経済状況」「公契約条例制定の有効性の認識」「政 
　策ビジョン、政策に関わって」「コンパクトシティと支所のあり方、地
　域住民によるまちづくり」
「都市計画道路の進捗と見直し」
「雨水排水対策」
「精神障害者の現状と支援」「子ども・子育て支援事業」
「図書館事業」
「農業振興地域整備計画」「定住人口の増加を目指す婚活イベント」
「地域公共交通」
「文化会館の現状と今後の課題」
「本市の消費生活センター事業」「都市計画道路桜町千両線」
「女性消防吏員の活躍に向けた取り組みの推進」
「ファシリティマネジメントの取り組みの現状」
「本市内のソーラーパネル事業が市民生活に与える影響」「本市の学校
　給食の現状とセンター方式から自校方式への転換」「市長の公約と   
　政策実現に対する認識」
「１８歳選挙」「空き家対策」「監査委員からの全庁的な指摘に対する
　取り組み状況」
「『子育てするなら豊川市』に向けての取り組み」「障害者の災害時に
　おける避難所での対応」
「保育園」「変革期にある日本の農業における本市の取り組み」

代
表
・一
般
質
問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

新
年
度
予
算
編
成
で

留
意
し
た
点
と
特
徴
は
？

と
よ
か
わ
未
来
代
表
　
野
本
逸
郎

福
祉
と
文
化
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
は
？

公
明
党
市
議
団
代
表
　
中
川
雅
之

あかさか児童館

防災訓練
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代表・一般質問

【
問
】
市
内
52
の
都
市
計

画
道
路
の
計
画
決
定
時
期

と
整
備
率
の
状
況
は
。

【
答
】
多
く
は
昭
和
40
年

代
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、

整
備
率
は
55.7
％
で
県
平
均

よ
り
約
10
ポ
イ
ン
ト
低
い
。

【
問
】
社
会
情
勢
の
変
化

へ
の
対
応
は
。

【
答
】
地
域
間
連
携
、
交

通
の
円
滑
化
、
地
域
の
活

性
化
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
を
踏
ま
え
、
効

率
的
な
整
備
に
つ
な
が
る

見
直
し
を
進
め
る
。

【
問
】
中
通
線
の
整
備
計

画
の
優
先
順
位
は
。

【
答
】
県
全
体
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
道
路
改

築
に
よ
る
費
用
対
効
果
を

算
出
し
て
実
施
路
線
を
決

め
て
い
る
た
め
、
優
先
順

位
が
上
が
ら
な
い
。

【
問
】
平
井
牟
呂
大
岩
線

と
小
坂
井
バ
イ
パ
ス
を
直

接
結
ぶ
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
を

設
置
す
る
考
え
は
。

【
答
】
県
に
よ
る
と
、
建

設
か
ら
相
当
の
年
数
が
経

過
し
て
お
り
、
現
在
の
構

造
基
準
で
の
ラ
ン
プ
接
続

は
、
詳
細
調
査
、
検
討
を

し
な
い
と
回
答
で
き
な
い
。

【
問
】
米
な
ど
重
要
５
品

目
の
３
割
は
関
税
撤
廃
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
推
進
さ
れ
た
場

合
の
影
響
は
。

【
答
】
畜
産
関
係
が
心
配

さ
れ
る
が
、
農
林
水
産
省

の
試
算
で
は
重
要
５
品
目

は
関
税
削
減
な
ど
の
影
響

で
価
格
低
下
に
よ
る
生
産

額
の
減
少
は
生
じ
る
も
の

の
、
体
質
強
化
策
や
経
営

安
定
対
策
等
に
よ
り
、
生

産
や
農
家
所
得
は
確
保
さ

れ
、
国
内
生
産
量
は
維
持

さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】
公
契
約
条
例
制
定

の
有
効
性
の
認
識
は
。

【
答
】
公
契
約
に
従
事
す

る
労
働
者
の
適
正
な
労
働

環
境
を
確
保
す
る
の
に
有

効
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
市
の
状
況
を
注
視
し
、

引
き
続
き
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

【
問
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
給
付
型
事
業
に
使
え

な
い
地
域
創
生
推
進
交
付

金
に
つ
い
て
国
に
改
善
を

求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
交
付
金
制
度
に
対

し
て
は
地
方
６
団
体
の
要

望
を
踏
ま
え
、
県
や
市
長

会
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

【
問
】
開
発
行
為
に
つ
い

て
の
雨
水
排
水
対
策
に
対

す
る
現
在
の
対
応
は
。

【
答
】
建
築
開
発
事
業
等

に
関
す
る
指
導
要
綱
に
よ

り
雨
水
を
排
出
す
る
た
め

の
施
設
を
定
め
て
い
る
。

【
問
】
現
在
の
対
応
で
十

分
と
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
市
域
全
体
で
は
十

分
で
は
な
い
が
、
開
発
区

域
は
一
般
市
街
地
よ
り
厳

し
い
基
準
で
あ
り
、
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
御
津
町
で
の
道
路

冠
水
な
ど
へ
の
対
策
は
。

【
答
】
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

や
雨
水
浸
透
桝
を
各
家
庭

に
設
置
し
て
も
ら
う
よ
う

に
設
置
費
の
補
助
事
業
の

活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

【
問
】
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
の
住
民
が
安
全
な

地
区
へ
転
居
す
る
場
合
の

居
住
誘
導
の
考
え
は
。

︻
答
︼
人
命
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、
緩
や
か

な
居
住
誘
導
と
は
性
質
が

異
な
る
。
災
害
の
危
険
性

の
あ
る
地
域
に
対
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ

き
、
必
要
な
施
策
が
行
わ

れ
て
い
る
。

雇
用
︑
地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表
　
佐
藤
郁
恵

松
　
下
　
広
　
和

市
内
52
の
都
市
計
画
道
路
の

計
画
決
定
時
期
と
整
備
率
の
状
況
は
？

倉
　
橋
　
英
　
樹

開
発
行
為
に
つ
い
て
の
雨
水
排
水
対
策
に

対
す
る
現
在
の
対
応
は
？

③ＴＰＰ
　環太平洋パートナーシッ
プの略。ＴＰＰ協定は、
12カ国の包括的な経済連
携協定。2015 年 10月大
筋合意に至り、各国の議会
承認などを経て発効する。

③

ランプ接続

雨水貯留タンク
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一般質問

【
問
】
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
選
定
の
考
え
方
は
。

【
答
】
カ
メ
レ
オ
ン
コ
ー

ド
方
式
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
方
式

な
ど
の
新
し
い
方
式
と
従

来
の
バ
ー
コ
ー
ド
方
式
の

長
所
と
短
所
を
見
極
め
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

業
務
効
率
の
向
上
、
コ
ス

ト
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
化
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
の
独
自
の
工
夫
は
。

【
答
】
内
容
を
審
査
し
た

う
え
で
、
一
般
個
人
の
広

告
に
つ
い
て
も
掲
載
が
可

能
。
ま
た
、
広
告
期
間
を

３
カ
月
以
上
と
比
較
的
短

期
間
に
設
定
し
た
ほ
か
、

雑
誌
購
入
費
は
現
金
だ
け

で
な
く
図
書
券
や
図
書
カ

ー
ド
で
も
可
能
と
し
、
参

入
し
や
す
く
し
た
。

【
問
】
電
子
図
書
館
の
蔵

書
を
充
実
さ
せ
︑
利
用
者

を
増
や
す
た
め
︑
新
し
い

人
気
作
品
を
安
価
で
提
供

で
き
る
短
期
有
期
限
方
式

を
導
入
す
る
考
え
は
。

【
答
】
有
効
性
や
可
能
性

を
検
討
し
、
電
子
図
書
館

提
供
業
者
に
も
働
き
か
け

を
し
て
い
く
。

【
問
】
身
体
︑
知
的
と
比

べ
本
市
の
精
神
障
害
者
へ

の
医
療
費
助
成
の
現
状
は
。

【
答
】
27
年
度
か
ら
３
障

害
と
も
自
己
負
担
分
の
全

額
を
助
成
し
て
い
る
が
、

精
神
の
当
該
疾
患
以
外
に

つ
い
て
は
一
旦
お
支
払
い

い
た
だ
き
、
後
で
申
請
に

よ
り
払
い
戻
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
29
年
４
月
を
め
ど

に
全
て
現
物
給
付
に
切
り

替
え
て
い
き
た
い
。

【
問
】
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
保
護
者
負
担
額
と
春
︑

冬
休
み
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
近
隣
市
と
比
較
す

る
と
負
担
額
は
大
き
い
。

事
業
の
継
続
性
を
見
な
が

ら
適
正
額
を
検
討
す
る
。

春
、
冬
休
み
の
受
け
入
れ

対
応
は
28
年
度
中
に
検
討

し
て
い
く
。

【
問
】
３
歳
未
満
児
の
保

育
園
予
約
入
園
は
。

【
答
】
子
育
て
支
援
の
重

要
施
策
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
施
設
の
整
備
と

保
育
士
の
確
保
に
注
力
し
、

29
年
度
に
は
最
低
で
も
20

人
の
予
約
入
園
を
試
行
的

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

【
問
】
今
後
の
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
は
。

【
答
】
新
規
就
農
者
を
確

保
・
育
成
す
る
方
策
と
し

て
、
引
き
続
き
農
業
講
座

等
を
実
施
す
る
こ
と
や
国

の
青
年
就
農
給
付
金
制
度

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
、
よ

り
安
定
化
し
た
農
業
経
営

を
目
指
し
農
業
経
営
の
法

人
化
へ
の
誘
導
、
農
地
の

集
積
を
関
係
各
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ

と
を
計
画
に
盛
り
込
む
。

【
問
】
国
道

151
号
一
宮
バ

イ
パ
ス
沿
線
を
地
域
振
興

の
た
め
農
業
振
興
地
域
か

ら
除
外
す
る
考
え
は
。

【
答
】
大
木
地
区
は
市
内

で
も
特
に
優
良
な
農
業
振

興
地
域
で
あ
り
、
県
の
除

外
基
準
に
該
当
せ
ず
、
除

外
す
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
交
流
施
策
と
し
て

の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
。

【
答
】
総
合
戦
略
に
お
い

て
、
基
本
目
標
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
環
境
づ
く

り
の
取
り
組
み
と
し
て
位

置
づ
け
る
。
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
街
コ
ン
が

有
効
で
あ
り
、
計
画
を
支

援
し
て
い
く
。

柴
　
田
　
訓
　
成

図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
選
定
の

考
え
方
は
？

大
　
野
　
良
　
彦

精
神
障
害
者
支
援
と

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

小
　
林
　
琢
　
生

今
後
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
？

④カメレオンコード方式
　高速・高精度の複数認識が可能な次世
代カラーバーコードのこと。
⑤ＩＣタグ方式
　無線で情報の読み出し・書き込みが可
能な IC チップを内蔵した荷札。荷札型の
もの以外にも、ラベル型、カード型など、
さまざまな形状がある。

④

⑤

農業振興地域
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一般質問

【
問
】
文
化
会
館
稼
動
率

向
上
の
た
め
の
方
策
は
。

【
答
】
平
日
利
用
の
促
進

と
し
て
、
学
校
や
部
活
動

で
の
利
用
や
大
学
の
合
宿

の
誘
致
、
合
唱
や
ダ
ン
ス

等
の
舞
台
稽
古
な
ど
に
利

用
し
て
も
ら
う
よ
う
Ｐ
Ｒ

を
行
う
。
ま
た
、
民
間
利

用
の
促
進
と
し
て
、
プ
ロ

モ
ー
タ
ー
と
手
を
組
み
、

多
額
の
公
演
委
託
料
を
確

保
す
る
必
要
な
く
事
業
を

実
施
す
る
方
法
も
検
討
し

て
い
く
。

【
問
】
老
朽
化
の
状
況
と

今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
舞
台
設
備
の
故
障
、

空
調
設
備
の
不
具
合
や
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
。

他
の
ホ
ー
ル
を
含
む
全
体

の
修
繕
計
画
を
作
成
す
る

時
期
で
あ
り
、
公
共
施
設

適
正
配
置
計
画
等
の
内
容

を
踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
。

【
問
】
耐
震
化
の
状
況
と

今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
28
年
度
に
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
非

構
造
部
材
耐
震
性
等
調
査

を
実
施
す
る
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
改
修
の
方
法

や
時
期
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
バ
ス
路
線

の
現
状
は
。

【
答
】
広
域
路
線
は
２
路

線
、
基
幹
路
線
は
６
路
線
、

地
域
路
線
は
４
路
線
で
運

行
し
て
い
る
。
利
用
者
数

は
、
基
幹
・
地
域
路
線
と

も
に
増
加
傾
向
で
あ
る
。

【
問
】
地
域
路
線
新
設
の

予
定
と
検
討
方
法
は
。

【
答
】
現
時
点
で
具
体
的

な
検
討
を
し
て
い
る
地
区

は
な
い
。
検
討
方
法
に
つ

い
て
は
、
ニ
ー
ズ
や
利
用

目
的
、
行
き
先
な
ど
を
把

握
し
、
協
議
会
を
設
立
す

る
。
そ
こ
で
具
体
的
な
計

画
案
を
作
成
し
、
地
域
公

共
交
通
会
議
に
諮
る
。
承

認
後
、
市
が
主
体
と
な
っ

て
運
行
事
業
者
の
選
定
、

詳
細
な
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ

の
検
討
を
行
い
、
再
度
、

地
域
公
共
交
通
会
議
へ
報

告
の
後
、
運
行
認
可
申
請

の
手
続
き
を
実
施
す
る
。

【
問
】
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
予
定
は
。

【
答
】
地
域
路
線
が
運
行

し
て
い
る
よ
う
な
地
域
に

は
、
導
入
可
能
な
地
域
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
引
き

続
き
研
究
を
し
て
い
く
。

【
問
】
東
三
河
広
域
連
合

で
消
費
生
活
相
談
事
業
を

行
う
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
東
三
河
消
費
生
活

豊
川
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相

談
員
を
増
員
し
、
体
制
を

強
化
す
る
。
東
三
河
８
市

町
村
の
住
民
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
の
市
町
村
窓
口
で

も
相
談
が
可
能
と
な
る
。

【
問
】
今
後
の
歩
道
整
備

の
考
え
方
は
。

【
答
】
優
先
度
の
高
い
事

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
交
通
量
が
多
く
危
険

な
路
線
を
中
心
に
、
地
域

と
相
談
し
な
が
ら
整
備
路

線
を
決
め
て
い
く
。

【
問
】
桜
町
千
両
線
の
歩

道
整
備
を
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

に
盛
り
込
ん
だ
市
長
の
思

い
は
。

【
答
】
市
民
意
識
調
査
の

結
果
で
は
、
歩
道
整
備
を

望
む
方
が
多
く
、
こ
れ
に

応
え
る
象
徴
的
な
事
業
。

ま
た
、
歴
代
市
長
が
受
け

継
い
だ
事
業
で
あ
る
こ
と

や
、
平
和
公
園
を
安
全
に

歩
い
て
訪
れ
て
も
ら
う
た

め
に
も
今
が
実
施
時
期
だ

と
考
え
た
。

早
　
川
　
喬
　
俊

文
化
会
館
稼
働
率

向
上
の
た
め
の
方
策
は
？

中
　
村
　
浩
　
之

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

地
域
路
線
新
設
の
予
定
は
？

石
　
原
　
政
　
明

東
三
河
広
域
連
合
消
費
生
活
相
談
事
業
の

メ
リ
ッ
ト
は
？

⑥デマンド交通
　路線バスとタクシーの
中間的な位置にあるバス
で、事前予約により運行
する。運行方式や運行ダ
イヤ、発着地の自由な組
み合わせにより、多様な
運行形態が存在する。

⑥

⑦

⑦プロモーター
　テレビ局や
ラジオ局を始
めとした収益
事業としての
公演を企画す
る民間会社の
こと。

コミュニティバス

文化会館

東三河広域連合消費生活センター
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一般質問

【
問
】
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
の
保
有
総
量
縮
減

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
や
木
造
の
建
築

物
で
築
後
30
年
を
経
過
し

た
市
営
住
宅
や
保
育
園
の

一
部
の
11
施
設
は
、
撤
去

対
象
施
設
と
す
る
予
定
。

木
造
の
市
営
住
宅
は
、
順

次
、
取
り
壊
し
て
い
る
。

【
問
】
取
り
壊
し
後
の
土

地
の
取
り
扱
い
の
方
針
は
。

【
答
】
普
通
財
産
と
し
て

管
理
す
る
が
、
行
政
目
的

の
利
用
が
見
込
め
な
い
土

地
は
積
極
的
に
売
却
す
る
。

【
問
】
公
共
施
設
中
長
期

保
全
計
画
策
定
の
目
的
は
。

【
答
】
今
後
15
年
間
に
必

要
と
な
る
建
て
替
え
や
大

規
模
改
修
の
経
費
を
抽
出

し
、
支
出
の
平
準
化
を
図

る
こ
と
。

【
問
】
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
考
え
方
は
。

【
答
】
施
設
の
特
性
や
上

位
計
画
を
踏
ま
え
、
長
寿

命
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、
統

廃
合
や
複
合
化
に
よ
る
保

有
施
設
量
の
縮
減
、
総
合

管
理
体
制
の
確
立
を
図
る
。

【
問
】
女
性
消
防
吏
員
の

採
用
状
況
は
。

【
答
】
28
年
度
に
本
市
初

と
な
る
女
性
吏
員
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
女
性
消
防
吏
員
の

活
躍
を
推
進
す
る
意
義
は
。

【
答
】
多
様
な
視
点
が
消

防
組
織
に
備
わ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
。
地
域
社
会
の
安
全

安
心
を
担
う
消
防
に
お
い

て
、
多
く
の
女
性
が
活
躍

す
る
こ
と
は
、
地
域
の
消

防
防
災
体
制
の
充
実
強
化

や
組
織
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
女
性
消
防
吏
員
の

活
躍
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

【
答
】
意
欲
と
適
性
に
応

じ
た
人
事
配
置
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
と
し
て
、

法
令
上
規
定
さ
れ
た
制
度

の
活
用
の
推
進
、
活
躍
の

場
を
広
げ
る
た
め
の
施
設

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
消
防
吏
員
は
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
仕
事

で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に

情
報
発
信
し
、
女
性
の
応

募
と
採
用
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

【
問
】
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

事
業
に
対
す
る
規
制
や
紛

争
を
解
決
に
導
く
考
え
は
。

【
答
】
事
業
そ
の
も
の
に

対
す
る
市
の
権
限
は
な
く
、

法
的
に
も
制
限
が
な
い
た

め
、
現
段
階
で
関
与
で
き

る
問
題
は
限
ら
れ
て
お
り
、

紛
争
は
、
当
事
者
間
で
の

話
し
合
い
に
よ
り
解
決
す

る
こ
と
と
な
る
。

【
問
】
学
校
給
食
を
セ
ン

タ
ー
方
式
か
ら
自
校
方
式

に
転
換
す
る
考
え
は
。

【
答
】
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
を
セ
ン
タ
ー
の
専
用
施

設
で
提
供
で
き
て
お
り
、

総
合
的
に
考
え
て
、
今
後

も
セ
ン
タ
ー
方
式
を
継
続

す
る
考
え
で
あ
る
。

【
問
】
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
︑
ワ
ン
コ
イ

ン
が
ん
検
診
︑
赤
ち
ゃ
ん

の
任
意
予
防
接
種
補
助
に

つ
い
て
︑
28
年
度
に
予
算

化
せ
ず
次
年
度
に
先
延
ば

し
し
た
理
由
は
。

【
答
】
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
全

体
の
予
算
配
分
の
中
で
、

少
し
で
も
早
く
実
施
で
き

る
よ
う
に
工
程
計
画
を
定

め
、
そ
の
計
画
ど
お
り
に

進
め
て
い
る
。

浦
　
野
　
隼
　
次

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
の
現
状
は
？

星
　
川
　
博
　
文

女
性
消
防
吏
員
の
採
用
状
況
は
？

安
　
間
　
寛
　
子

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
事
業
に
対
す
る
規
制
や

紛
争
を
解
決
に
導
く
考
え
は
？

⑧

管
理
体
制
の
確
立
を
図
る
。

⑧ライフサイクルコスト
　建物の一生に必要な
費用のことで、建物の
設計・建設費などの初
期投資、事業を運営す
るためのコスト、施設
の維持管理に必要な改
修から解体までのコス
トからなる。

公共建築物の点検の様子

学校給食センター
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一般質問

【
問
】
市
民
病
院
で
の
出

産
に
お
け
る
今
後
の
ケ
ア

体
制
の
充
実
や
生
活
環
境

の
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
産
科
と
小
児
科
の

病
棟
を
共
通
の
看
護
師
長

の
も
と
で
一
体
的
に
運
用

し
、
母
子
そ
れ
ぞ
れ
に
総

合
的
か
つ
柔
軟
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
ま
た
、

２
人
室
を
設
定
し
、
個
室

よ
り
低
額
な
費
用
で
快
適

な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
。

【
問
】
予
防
接
種
ナ
ビ
導

入
の
考
え
は
。

【
答
】
保
護
者
の
負
担
軽

減
や
接
種
漏
れ
防
止
の
手

段
の
一
つ
で
あ
り
、
導
入

自
治
体
の
状
況
等
を
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
避
難
所
に
お
け
る

聴
覚
障
害
者
へ
の
対
応
と

し
て
絵
カ
ー
ド
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー

ド
を
配
備
す
る
考
え
は
。

【
答
】
聴
覚
障
害
者
と
の

意
思
疎
通
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
り
、
障
害
者
支
援

団
体
等
か
ら
提
供
い
た
だ

け
る
場
合
は
避
難
所
で
活

用
で
き
る
よ
う
配
備
し
た

い
。
高
齢
者
と
の
意
思
疎

通
に
も
活
用
で
き
る
。

【
問
】
18
︑
19
歳
の
新
た

に
増
え
る
有
権
者
の
数
は
。

【
答
】
３
千
730
人
で
、
全

体
の
約
2.6
％
と
な
る
。

【
問
】
18
歳
選
挙
へ
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
就
学
時
か
ら
選
挙

の
重
要
性
を
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
、
小
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
、
選
挙

に
関
す
る
講
話
や
模
擬
投

票
な
ど
を
行
う
選
挙
出
前

ト
ー
ク
を
実
施
し
た
。

【
問
】
選
挙
公
報
の
配
布

の
状
況
は
。

【
答
】
各
世
帯
へ
は
選
挙

期
日
前
の
直
近
の
水
曜
日

ま
で
に
配
布
す
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
に
も
配
布
す
る

と
と
も
に
月
曜
日
の
午
前

中
に
Ｈ
Ｐ
の
新
着
情
報
に

掲
載
す
る
。

【
問
】
18
︑
19
歳
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
期
日
前
投

票
所
の
増
設
は
。

【
答
】
期
日
前
投
票
所
増

設
と
併
せ
て
当
日
投
票
所

数
の
見
直
し
が
投
票
し
や

す
い
環
境
作
り
と
考
え
る
。

特
に
若
い
世
代
の
投
票
率

が
低
い
の
で
、
効
果
的
な

対
策
を
考
え
、
課
題
の
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
保
育
所
整
備
計
画

に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
に
沿
っ
た
施
設
面

積
の
削
減
、
小
規
模
な
保

育
所
の
運
営
見
直
し
、
３

歳
未
満
児
の
保
育
所
需
要

の
対
応
に
取
り
組
む
。

【
問
】
保
育
所
の
統
廃
合
︑

公
立
保
育
所
の
民
営
化
な

ど
再
編
の
考
え
は
。

【
答
】
公
立
保
育
所
の
民

営
化
は
財
政
面
で
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
長
期
的
な

展
望
や
園
児
の
環
境
の
変

化
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
29
年
度
を
め
ど
に
一

定
の
方
向
性
を
示
す
考
え

で
あ
る
。
民
営
化
を
進
め

る
中
で
、
公
立
保
育
所
の

統
合
も
含
め
た
保
育
所
の

再
編
を
行
う
。

【
問
】
特
に
力
を
入
れ
る

農
業
施
策
は
。

【
答
】
人
と
農
地
の
二
本

立
て
で
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
農
地
の
集
積
、

大
規
模
化
、
環
境
保
全
型

農
業
の
推
進
や
新
規
就
農

者
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合

と
連
携
し
、
農
業
振
興
を

図
り
た
い
。

八
　
木
　
月
　
子

市
民
病
院
で
の
出
産
に
お
け
る

今
後
の
ケ
ア
体
制
の
充
実
や

生
活
環
境
の
整
備
の
考
え
は
？

冨
　
田
　
　
　
　
潤

18 
歳
選
挙
に
つ
い
て

今
　
泉
　
淳
　
乙

保
育
所
整
備
計
画
に
お
け
る

取
り
組
み
は
？

ここに掲載した代表・一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開する会議録をご覧ください。

⑨予防接種ナビ
　予防接種スケジュールを管理す
るアプリ。スマートフォン、携帯
電話、パソコンから登録すると、
子ども一人ひとりに合わせた予
防接種スケジュールが作成され、
メールで直接通知される。

⑨
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総
務
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

１月28日
１月29日

習志野市公共施設再生計画
東京臨海広域防災公園
東京消防庁消防博物館

習志野市会議室にて

　習志野市における公共施設再生計画では、市、市民、各関係者
の責務を明確にし、それぞれが連携及び協働して公共施設再生
に取り組むため「公共施設再生基本条例」が制定されています。本
市で始まっている小坂井地区での事業の進め方について大変参
考になりました。

１月18日
１月19日

文化振興
文化・スポーツ振興

ひたちなか市議事堂会議室にて

　茨城県ひたちなか市では、保育所・幼稚園・小学校・中学校の全
学年を対象とした芸術鑑賞活動や音楽のアウトリーチ事業などの
継続的な取り組みにより子どもの育成に尽力したことが評価され、
文化会館が地域創造大賞を受賞しました。それらの事業内容は大
変参考になるものでした。

２月１日
２月２日

まち･ひと･しごと創生総合戦略
定住人口増加策

春日部市会議室にて

　衆議院第１議員会館において、内閣府職員による「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の説明を受けました。
　また、春日部市では、首都圏近郊にありながらも人口減少という
問題解決に向けた各種取り組みについて説明を受けました。類似
事項や課題もあり大変参考になりました。

陳　情

陳情第１号
陳情第２号

市町合併に伴う行政差別解消を求める陳情
市町合併に伴う行政差別是正を求める陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　陳情者　　高和　章
　結　果　　陳情第１号及び第２号は、総務委員会において不採択と決定。

1月

2月

2月

3月

3月

3月

3月

3月

22日

16日

18日

9日

9日

10日

10日

11日

「第３次生涯学習推進計画（案）について」

「政策ビジョン工程計画について」

「地震対策アクションプランについて」「防災センター建設基本方針に

ついて」

「第５次定員適正化計画について」

「保育所整備計画について」

「子ども読書活動推進計画について」

「下水道事業地方公営企業法適用基本計画について」

「まち・ひと・しごと創生総合戦略について」

市民文教委員会

議会協議会

総務委員会

総務委員会

福祉環境委員会

市民文教委員会

産業建設委員会

政策課題調査特別委員会

行政視察報告

委員会などの開催状況

千葉県習志野市
東 京 都 内

茨城県ひたちなか市
東京都国立市

内 閣 府
埼玉県春日部市
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広 告

６月  ３日（金）
６月  ８日（水）
６月  ９日（木）
６月１０日（金）
６月１４日（火）
６月１６日（木）
６月１７日（金）
６月２１日（火）

開会・議 案説明
一 般 質 問
一 般 質 問
一 般 質 問
議案付託・一部採決
常任委員会（議案審査）
常任委員会（議案審査）
討論・採決・閉会

１３時３０分
１０時
１０時
１０時
１３時３０分
１０時
１０時
１３時３０分

◆会期日程予定

次回の市議会
（平成28年第2回定例会）

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

議会だより編集委員会 ◎委員長 ○副委員長

　議会だよりの表紙に皆様の写真を掲載し
てみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベント
など、市内で撮影された写真（未発表のも
のに限ります）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所
有者の承諾が得られているものに限りま
す。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以
外の箇所に掲載させていただくことがあり
ます。
【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏
名、電話番号を明記の上、議会事務局まで
お送りください。

編
集
後
記

議会だよりの
表紙写真募集
議会だよりの
表紙写真募集

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

　

本
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

６
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
議

会
だ
よ
り
が
カ
ラ
ー
刷
り
に
な

り
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
く
興
味
が
沸
く
よ

う
編
集
強
化
・
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

 　

  

編
集
委
員
長 

星
川
博
文

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます。　

豊川市議会 検索


